
この情報誌「エコー」は、環境（Environment）と協力（Cooperation）の頭文字が皆さんのもとへ響き、それが大きな反響となって広がっていくことを願って名づけました。
また、題字には、ごみがどんどん減っていき、最終的には0「ゼロ」に近づけて欲しい、という思いも込められています。皆さんのご意見、ご感想をお寄せください。

ごみ・資源物
あなたの出し方
合っていますか？

● あなたの出し方　合っていますか？
 ごみ・資源物　出し方ルールの再確認を！…………………………………2・3面
● 焼却・埋め立てゼロを目指して
 さらなるごみ減量・リサイクルに取り組もう！……………………………4・5面
● 日野市・国分寺市・小金井市
 新可燃ごみ処理施設建設に向けた状況をお知らせします…………………6・7面
● わが家のごみ減量・リサイクルアイデア募集！　ほか………………………8面

今
号
の
主
な
内
容

袋から
出ちゃダメ
だよ

ルールが守られていない場合は収集できません！

ペットボトルや
缶は資源物だよ
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1 断　　る Refuse
2 減　　量 Reduse
3 何度も使う Reuse
4 返　　す Return
5 分別徹底 Recycle

利便性よりも未来環境
ごみゼロ社会をめざそう
5つのRで始まるキーワード

リフューズ

リデュース

リユース

リターン

リサイクル

発行／日野市環境共生部クリーンセンターごみゼロ推進課

〒191-0021 日野市石田 1-210-2　☎ 042-581-0444　FAX 042-586-6606　ホームページ http://www.city.hino.lg.jp/
「エコー」は日野市のホームページでもご覧いただけます。公共施設にも置いてあります。

座布団は
粗大ごみだよ


